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いつ起きるかわからない大地震！その大地震をグリー

ンだより紙上で体験し「いかにして自分の命を守るか」

を考えるゲームです。前回からの続きで地震想定日は、

４月中旬の日曜日、マンション８階に住む主人公の大石

さん家族がゆったりとラジオで音楽を聞きながら朝食を

食べているその瞬間に発生した。目の前に広がる風景、

あなたの生活、何もかもが一変した。第１回「大地震発

生！」、第２回「停電！静寂？余震への前触れ」、第３回

「助け合い！」、第４回「広がる人の輪」、第５回「救え！

尊い命！」に引き続き、さて、あなたならこの体験をど

う感じるのでしょうか？ 

第６回 「救出！」 

 その時、Ｆ棟の星崎さんが走ってきた。星崎：「停電で
エレベータに誰か閉じ込められている」大石：「閉じ込め
にあっているのはどんな人ですか？」星崎：「朝の散歩か
ら帰ってきた、おじいちゃんとおばあちゃんらしい」と
そこに続いて、Ｄ棟の大島さんが走ってきた。大島：「Ｄ
棟も今の停電でクラブ活動に行く中学生がエレベータに
閉じ込められている」平山：「他の棟でもエレベータの閉
じ込めが発生していないかすぐに点検しましょう。確認
後、必ずこの管理事務所まで戻ってきてください」平山
さんの提案により、みんなで手分けしてエレベータの点
検を行うことにした。十数分後、それぞれに点検を終え
戻ってきた。どうやら幸いにも他の棟ではエレベータの
閉じ込めは無かったようだ。その間に山川管理員さんが、
エレベータの管理会社に連絡をしていた。大石：「山川さ
ん、電話つながったんですか？」山川：「事務所の電話も
携帯電話もまだつながらないのですが、管理事務所前の
公衆電話がつながったんです」大石：「公衆電話はつなが
ったんですか？」平山：「災害時は電話回線が回復しても
回線を絞っているためにかかりにくくなるのですが、公
衆電話は災害時優先電話となり、優先的に接続できるよ
うになると言うのを聞いたことがありますよ。エレベー
タの中のインターフォンはつながらなかったのかな
ぁ？」山川：「たぶんインターフォンは、通常の電話回線
を使っているので、これだけ大きな災害の時には回線が
つながらないんですよ」大石：「ところでエレベータの管
理会社がくるまでどうすればよいのでしょうか」津田：
「とりあえずエレベータ内の人の体調など確認したほう
が良いでしょうね」大石：「Ｆ棟は星崎さんと志村さんが、
声かけをしていただいています。Ｄ棟は大島さんと小橋
さんが中の中学生に声かけしていただいています」そこ
にＦ棟から志村さんが戻ってきた。志村：「エレベータの
中のおばあちゃんが少し気分が悪いと言っていますよ。
中は、かなり暑いようですね。それから、おじいちゃん
はトイレに行きたいと言ってるんですよ」津田：「なんと
かする方法はないものでしょうか？」平山：「とりあえず
エレベータの管理会社を待つしか仕方がないですね」 
・・・２時間が経過・・・ 
山川：「エレベータの管理会社がやっと来ました」大石：
「どちらから救助に向かってもらいますか？」平山：「Ｆ
棟のおじいちゃんとおばあちゃんの方へ急いでくださ
い」津田：「中学生には私が連絡してきます」大石：「と
りあえずひと安心でしょうかね」平山：「でも、エレベー
タからの救出は、手順があるのでもう少し時間がかかる
でしょうね」Ｆ棟から星崎さんと志村さんが帰ってきた。

 
志村：「無事、救出完了しましたよ。でも、おばあちゃ
んの方は少し気分が悪いと言っていましたよ。大丈夫
かなぁ？」そこにＤ棟から大島さんと小橋さんが帰っ
てきた。小橋：「中学生は元気でしたが、救出後、トイ
レに走っていきましたよ」 
その時、管理事務所で流されていたラジオから、つ
ぎのような情報がアナウンスされた。 

●地震や火災の時は、エレベータは煙突と同じように

煙の通り道になるので危険です。絶対に使用しない

でください。 

●エレベータの閉じ込めが多発しています。むやみに

ドアを開けると危険です。絶対に行わないでくださ

い。 

その時、自治会長の山田さんがやって来た「「たたくくささ

んんのの人人ががおお手手伝伝いいすするるここととががなないいかかとと言言っっててききてていいまま

すすよよ」・・・次回へつづく 

第６回の学習ポイント 

エレベータに乗っているとき地震にあったら 
●すべてのボタンを押して、できるだけ早く停止させ
ることが「閉じ込め」を回避する手段です。 
●万一閉じこめられてしまったら、非常用ボタンを押
し続けると、サービス会社につながるので、プレー
トに書いてあるエレベータ番号を言って救助を依頼
します。 
災害時優先電話 
●通信ネットワークは、中継回線の利用に際し、災害
時優先電話、公衆電話からの利用できる回線を優先
的に確保（優先回線）し、残りの回線を一般電話の
利用回線とします。（災害発生時のみ） 
●災害時優先電話からの電話が多くなると、一般回線
の利用回線を減少させ、優先回線を増加させ、災害
時優先電話への影響を回避します。（ＮＴＴ西日本Ｈ
Ｐより） 

※参考文献「災害紙上訓練・ＤＰＧ」は神戸新聞総合出版センター発行

「守れいのちを・阪神淡路大震災１０年後の報告」、ニッポン放送発行

「生きるための７５の教え」 

※グリーンシティ防災会では、
エレベータ管理会社「日立ビ
ルシステム」の協力により、
適時、エレベータ応急手当訓
練を開催しています。 

 

夜回りには多数の子ども達に参加をいただきありが

とうございました。今後の夜回り実施方法を役員で話

し合った結果、次回以降の実施要領を以下のように決

定いたしました。ご理解をお願いします。 

※ 小学生以下は必ず保護者（大人）同伴とします。

理由：子どもさんの参加は大変うれしいのですが、大

人の参加が少ないため、少数の役員では子ども達

の安全対策だけに終始し、本来の目的（夜回り）

を実施できません。したがって、上記の条件を付

けさせてもらいました。 

今後は多くの大人の方のご協力をお願いします。 


